
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

NO.110 

北海道札幌市にある豊平峡ダムの管理および観光用道路として施工され

たカムイ・ニセイ橋は、架橋場所、構造形式ともに特異なＰＣ橋です。 

 本橋は、ダム湖上をアーチ式コンクリートダム堤体に向かって架橋されて

います。構造上、ダム堤体に荷重をかけられないため対岸からの片持ち構造

とし、プレストレスを効果的に導入するために、魚の背びれ状の部材を持つ

フィンバック形式を採用しました。 

 片持ち構造のＰＣ箱桁は、架設時の荷重を軽減するため架設桁に吊り下げ

た移動作業車による張出し架設で施工されました。 

 なお、橋梁名は、もともとこの地が「カムイ・ニセイ」（アイヌ語で「神

の絶壁」の意）と呼ばれていたことに由来します。 

か む い ・ に せ い ば し

カムイ・ニセイ橋 

◆橋梁諸元 

   工 事 名：豊平峡ダム上流橋梁製作据付工事 

   発 注 者：国土交通省北海道開発局石狩川開発建設部 

   設 計 者：㈱ドーコン 

   位  置：北海道札幌市南区定山渓 

   道路規格：第３種第５級 

   形  式：ＰＣフィンバック箱桁橋 

   荷  重：群集荷重 

   橋  長：53.0m（43.0m） 

   総 幅 員：6.366～8.016m（有効幅員 5.0m） 

   架設工法：張出し架設（架設桁併用方式） 

   ＰＣ鋼材：主方向 ：SWPR7B 12S12.7B 

        鉛 直 ：SBPR930/1180 φ32 

◆一般図 

 側面図   

 平面図    断面図   
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◆工程表 

◆構造･施工概要 

１）片持ち構造 

 水位や温度によって変位する既設のダム堤体側に橋体の反力を伝えられないため、完成形は支承を持たない特異な片持ち構造

となっています。本橋は、橋長53m、そのうち片持部の長さは43mです。ＰＣ橋で、このような規模・構造形式は国内で他に例が

ありません。 

２）フィンバック構造 

 ダム湖水位と橋面高の制約から、桁高を小さくせざるを得ませんでした。そこで、プレストレスを効果的に導入する目的で、

ＰＣ鋼材を主桁上に大きく偏心させるための魚の背びれ状の部材をもつフィンバック形式を採用しました。 

３）架設桁を併用した張出し架設 

 橋梁下がダム湖のため、支保工を組み立てることができません。そのため、箱桁をブロックに分けて順次張出し架設していか

ねばなりません。一般的には移動作業車を出来上がった橋体に載せてブロック施工しますが、本橋では桁高が小さいので、移動

作業車に架かる荷重を併用した架設桁に取らせました。 

 フィンバッグ桁断面図    架設桁組立完了   

 架設桁併用張出し架設  

平成18年 平成20年

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

準 備 工

橋 台 工

柱 頭 部 工

仮 設 工

橋 体 工

橋面工・片付け工

平成19年

項　　目

架設桁･移動作業車組立 架設桁･移動作業車解体

張出し架設

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


